[image: image1.bmp]　超党派で「採決阻止総決起大会」も
消費税増税法案採決の布石としての内閣改造が行われましたが、依然として緊迫した情勢が続いています。自民・公明両党との調整は難航しており、民主党内にも反対論があります。7日には、小沢派の呼びかけで、超党派の「採決阻止に向けた総決起大会」の準備会合が開かれます。この会合は、消費税を考える国民会議（会長：清水信次日本チェーンストア協会会長）の名前で、衆参国会議員のみならず、全商連や労働組合、消費者団体など多数の団体に出席の案内が届いています。
本日６日の理事会で6月12日(火)、13日(水)に公聴会を開催することが決定されました。

＜公聴会の日程と内容は以下の通り＞
6月12日(火)　9時～17時：子ども、子育て支援関連法案

　　　13日(水)　9時～16時30分：税制改革関連法案
公聴会は各党推薦枠の公述人のほか、一般公募枠があり、11日(月)午前10時が締切りです。
経団連総会で企業トップ、政府に増税の「決断」促す

日刊工業新聞によると、5日開催された経団連の定時総会では、会員企業トップから「早期に増税すべき」など、政府に増税の決断を促す身勝手な発言が相次ぎました。
○日立製作所・川村隆会長「一刻も早く決めるべき。理由は2つ。第一に世界を見渡しても日本だけ消費税率が低いまま。第二に次の世代に負担をおしつけないために増税は必要」　
○トヨタ自動車・渡辺提昭相談役「今国会で直ちに成立させるべき。（中略）民主党も自民党も政府もみな増税すべきと考えているのだから、早く決めればよい」　
○新日本製鉄・宗岡正二社長「日本の財政がおかしくなっていて、再建が必要なことは確か。消費税の問題は将来を考えて必要。失業者が増えている欧州の各国と比べ、やれる体力がある今のうちにやることだ」　
こうした大企業の横暴勝手を許さない国民世論を大きく広げましょう。
大阪から東京へ「かがやけ命の行進」展開中＜年金者組合＞

全日本年金者組合は5月30日から6月20日まで、大阪→東京に向けて「かがやけ命の行進」を展開中。消費税大増税、『一体改革』をなんとしても止めたいと、多くの人が参加しています。
5月30日大阪城公園を出発し、大阪、京都、滋賀、三重、愛知、と進んできました。沿道から大きな激励を受けて元気を頂き、又元気を発信しています。行進は、静岡、神奈川、東京と歩き、6月20日に日比谷野外音楽堂へ到着します。13時から終結集会を開催し、さらに国会へ全議員要請を行います

高齢者を主体とする行進は、1973年名古屋から東京へ、1978年と1983年いずれも大阪から東京へと3度行われています。今回の「かがやけ命の行進」は30年ぶりの行動になります。

全日本年金者組合の田島副委員長は、「いま、日本の形が大きく変えられようとしている。『社会保障と税の一体改革』は子どもから高齢者まで、生存権が脅かされ、憲法が定める『社会保障』を国の責任をなくし自己責任に変える、財源を消費税に特化するなど、歴史的な転換点に立たされているとの認識に立って、黙っていられないと、組織の存在をかけ、可能なあらゆる行動に取り組むこととし、行進を決定した。成功に向けてご協力下さい」と話しています。
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